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１．企画意図

　私たちの社会では，すでに長い間子どもを取り

巻くさまざまな問題（虐待，家庭の養育力の低下，

学級崩壊，小１プロブレム，不登校，いじめなど

など）が指摘されてきている。１つ１つの問題に

対しては，その原因について論議され，対策につ

いてもさまざまに講じられている。しかし，多く

のひとたちが，それぞれの問題が個々に生じてい

るのではなく，根本に私たちの社会の問題が横た

わっていることを感じ，指摘をしたり，論じてい

る。

　今回の講座は，この「背景に横たわる社会全体

の問題」を，「子どもを育てる（教育する）とい

うことを社会全体が見失っていること」と位置づ

け，私たち一人一人のおとなが「子どもを育てる

（教育する）ということはどういうことなのか，

何が真に大切なのか」を学び直すことを提議した

ものであった。

　できるだけ幅の広い分野から「子どもの育ち」

に関する第一線の研究者でもあり実践家でもある

かたがたに登壇していただき，それぞれの回の後

半は学長汐見稔幸との対談という形で，先の問い

を深めていく講座となった。

２．各回の報告

第１回　２０１４年１０月１１日（土）

１３時半～１６時半

「教育は誰のため・何のため～オランダから日本

の教育を見直す」

講師：リヒテルズ直子氏（オランダ教育・社会研

究家　日本イエナプラン教育協会代表）

　オランダは，言うまでもなくユニセフの調査に

よる「子どもの幸福度ナンバー１」の国である。

実際にご自分のお子さんたちをオランダで育てら

れたリヒテルズ先生より，オランダの教育を，そ

の理念，政策から実態まで丁寧にご紹介いただい

た。その上で，日本の制度や実態とを比較検討し

ていきながら，鋭い提言をいただいた。そもそも

「教育は誰のため・何のため？」という，先生が

掲げてくださったこのテーマは，日本社会の中で

どのように語られ，共通理解されてきただろうか

と考えたとき，日本社会の脆弱さが簡単に浮き彫

りにされてしまう。汐見学長との対談の最後に，

「自分たちには何ができるのか」といった疑問に

対して，リヒテルズ先生が「ひとりひとりが深く

考え，やるべきことをやっていくことの大切さ」

を語ってくださったことが，印象にも残り，また

救いにもなったように思われた。

第２回　２０１４年１２月１３日（土）

１３時半～１６時半

「被虐待児と家族の支援からみえてくる，子育て

で大切にしたいこと」

講師：増沢高氏（子どもの虹情報研修センター）

　講師の増沢先生の所属する子どもの虹情報研修

センターは，虐待対応に関する研修機能ととも

に，情報提供や相談，研究機能を持つ日本でもっ

とも大きく機能的な虐待対応機関である。増沢先

生には，事例を踏まえつつ，虐待の起こってくる

要因，それが子どもに及ぼす影響，そうした子ど

もたちへの支援とは子どもの過去・現在・未来の

捉えなおしと育ち直しであるということを論じて

いただいた。その上で，家族として，および地域

として「子育ての上で大切にしたいこと」をまと
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めていただいた。「信頼できる地域の大人になる

こと」というテーマが，だれにでもできること，

かつすべきこととして意識された講義だった。

第３回　２０１５年１月１０日（土）

１３時半～１６時半

「自分を育てる子どもたち」～モンテッソーリ教

育に学ぶ人間発達の法則～

講師：深津高子氏（国際モンテッソーリ協会

（AMI）公認教師　一般社団法人　AMI 友の会

NIPPON副代表）

　深津先生からはモンテッソーリ教育の理念と実

践について，子どもたちの生き生きとした様子を

ビデオで見せていただきながら丁寧に論じていた

だいた。テーマとしてもっとも重要だったのは，

タイトルにもある「子どもは自分を自分で育てる

力を持っている」という，子ども（人間発達）に

対する深い信頼感である。ひとは，まわりから信

頼されて初めて自身を信頼できるのだということ

を学んだ講義であった。また，モンテッソーリ教

育は平和教育であるということも改めて学ぶこと

ができたように思われる。「『王様は裸だ』と言え

る子どもに」と深津先生は指摘されていたが，内

なる平和を築けた子どもが，自己信頼に基づいて

自分の周りの平和を守る力を育てていくことが平

和教育である。現代社会に生きる子どもに欠けて

いるものは何か，おとなとしてすべきことは何か

に直面させられた講義であった。

３．講座を通して

　昨年度の子ども学講座のまとめで，「この社会

全体をわれわれはどのように形作っていくのかと

いう問いかけになった」と書いたが，今回の講座

はまさにそうした問いに深く切り込むものになっ

た。「子育てでもっとも重要なものは何か」「真に

よい教育とは何か」といった問いかけに対して，

子ども学を掲げる白梅学園大学として今後も世の

中に発信していく責任があることを再認識させら

れた講座であったと思われる。
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